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会長就任に|あたって
え津市青少年育成市民会議

新型コロナウイルス感染症及び自然災害等で薇
災さ薇ました皆様にお几升いヤし上げます。
本年度総会において会長を拝命いたしました
が、もとより浅学非オの身ながら、50年以上の歴史
を持つ本会議の会長我を務めさせていただくこと
となり、身の引き行よる思いで一杯です。誡′む誡
意、全力を尽くす所存でございますので、皆様のご

支援をむからお願い申し上げます。
さて、青少年をネリなく問題は、虐待やいじめ、
自立問題などその内容は多種多様なものであり、ま
た様々な要因がれみ合わさっていることから単体
での解決が難しいという課題があります。
こ薇らの問題を解決するには条誡や悩みの共
有、卑Fl家の支援、継統的なサポートなども格的な
支援が必要となります。「地域の子どもは地域で守
り育てましょう」の理念のもと、家庭・学校・地域が

逹携し、青少年の健仝育成にネリこんで参りたい

と存じます。地域の
r_iでぁる子どもたちのために、

大津市行政をはじめ関係団体の皆様、会員の皆様
ならびに市民の皆様、今後ともお力添え賜りますよ
う何卒よろしくお願い申し上げます。

夫津市青少年育咸市民会議の皆様には、日々 、
青少年の鯰 育成のため、さまざまな活f/Jにネリこ
んでいただいていることに対しまして、厚くおオし申し
上げます。
新型コロナウイルス感染症により、暮らしや径済
に大きな影響が出る中、子ども逹も困難な状況に

直両し、地域においても多くの事業が中止を余儀な
くさねています。
こうした中にあって、青少年を手的なく環境は複
雑さを増しており、SNSを きっかけとする事件など
が深亥1な問題となっています。子ども逹を守るとと

もに、自己肯定感や自専感情を育み、自立した個人
として明るい未来を勿りおいていくためには、皆様
の活動のような周囲の関わりや見守りが大きな後オ甲
しになるものと雄信しています。私も引き続き、皆様
と一宿に「夢があも、薇るまち夫津Jの実現に向けて

力を尽くしてまいります。
皓びに、こ枚までの長きにわたる活3/Jに教意を
表し、今後のえなるご活撃を祈念してご挨拶といた
します。

「



○大津市青少年育成市民のつどい 開催
10/24(土 )13時30分～ 講演会

○「あいさつは えがおをそえて わたしからJ
「おはよう」「おかえり」などの声かけや大人の日配り、

気配りが、子どもたちの健全育成への第一歩です。

○啓発活動
のぼり旗の掲出、ポスター展示等の広報活動を行います。

○カラオケボツクス・インターネットカフェ・
ゲームセンタTへ巡回訪間

●青少年のゲームセンター等への出入りは

ご需 , |:1軍棄理は::露事理
(保護者同伴の場合は、22時まで)

●カラオケボックス・インターネットカフェ等への出入りは

6歳～18歳未満は23時まで
<法律、条夕l等の規定により>

コロナ禍のため、

3密  (密閉 0密集・密接)を避け、
手洗い、咳エチケツトを心がけて、

無理のない範囲で活動していきます !!
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豊かな心をはぐくむ家庭づくり

|

市 民 ギ ヤ ラ リー 伏 津市役所本館lF)

揮 12月 10日 l■l～12月 16日困
(土、日は除く)

9時から17時まで

備褻鮮品

▲昨年度の啓発活動

▲昨年度の活動の様子 (焼きいも)

わたしたちは、

地域の子ども見守り・育て隊!!を目指します。

一緒に活動してみませんか。

おP。3い合わせはこちらへ

⇒大津市青少年育成市民会議事務局

文化。青少年課青少年グループ内 TEL 528-2706

●イズミヤ(株)堅田店

●大津北商工会

●川端達夫 事務所

●こやり隆史 事務所

●フォレオ大津 一里山

●京都信用金庫滋賀支店

●(株 )滋賀銀行

●(株 )平和堂



大津市青少年1育成市民のつ|どい
11月の「子ども 。若者育成支援強調月間」に向けて、青少年育成への理解を深め、学校 家庭・地域が連携し

青少年育成運動の輪をさらに広げていくために、当会議では、下記のとおり大津市青少年育成市民のつどいを

開催します。

今年度は、子どもたちを取り巻く現代社会の大きなPo3題のひとつとして取り上げられている「インターネット社

会」についての講演会を行います。子どもたちの置かれている現状、SNSの危険性、リスク回避など、子どもた

ちを地域で見守り、育てる活動をしている私たちにとっては、是非矢□つていただきたい内容です。

「インターネットJや「SNS」 というと、難しいと感じるかたも多いと思われますが、

この機会にひとりでも多くの皆様にお間きいただきたいと思います。

賣靱賤骰 令春□2年10月 24日 (■113時30分～15時30分

雖讀鰈け大津市役所 別館大会議室
「ネット社会の落とし穴から子どもを守るために」
剖 雨 松 浦 広 明 氏 総 益財団法人 滋賀県人権センター)

◇第23回中学生広場

「私の思い2020J大津市広場(発表中止)
第23回中学生広場「私の思い2020」 大津市広場では、市内中学校から選考された20作品が集まりました。

審査の結果、次の 7名の作品が滋賀県青少年育成県民会議を通じて、第42回少年の主張全国大会～わたしの

主張2020～直接エントリー制度を利用し、応募されることとなりました。

本年度 |ま新型コロナウイルス感染拡大防止のため、県広場は中止となり、大津市広場も発表は中止することとな

りましたが、ご応募いただいた作品は、中学生のみなさんのさまざまな思いが伝わる素晴らしい作品でした。

応募作品は、市民のつどい会場内に掲示いたします。

少年の主張全国大会 応募者

有 田 美 月 葛 川 中学校 3年 人と人をつなぐもの

中 田 有希乃 真 野 中学 校 2年 臨時休校が私を変えた

三 井 涼 暖 皇子山中学校 3年 時間について

上 野 あげは 南 郷 中学校 2年 「ジブンを出して」

石 丼 玲 也 瀬田北中学校 2年 あいさつのすすめ

中 村   燎 滋賀大学教育学部附属中学校 3年 “バリアフリー"に親近感を !

吉 成 朋 幸 比叡 l」中学校 3年 悔いのないように生きる

G慎不同、敬称略)
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「青少年の非行1稼青町上拿国撃訓月間J澤勲:
●啓発活動 (市内全域)

今年度 |ま、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、夕1年開催してい

る街頭啓発活動はできませんでしたが、市役所の入り□にのぼり旗を掲出

し、窓□に啓発品を設置する等の活動を行いました。同様に各学区におい

てもそれぞれ啓発活動を行いました。また、大型量販店等では、店内放送

により強調月間をお矢□らせしました。

●図書等取扱店に対する実態調査と要望活動 (コ ンビニ店等)

市内には、コンビニエンスストアをはじめとする多くの図書取扱店があ

ります。

最近では、成人向け図書を取り扱わない店舗も増えていますが、それ以

タトの図書でも青少年にとつて有害だと思われる図書が多く存在しています。

学区ごとに巡回訪問し、青少年に有害図書等の販売をしないようにお願

いしました。

●あいさつ運動 (各学区にて実施)

外音F調肛!Fl本た役員口́1オ滋 ″|
青少年の現状等、青少年の健全育成について研修会

を行いました。

広報紙|「えがolの髪毎
'

青少年珈 靱 つどい (手蓼)

曝どち嗜 煮育咸享婿

"即

鳳間よ浮動
●啓発活動
●カラオケボックス等に対する実態調査と要望活動

神甲事昇1謝課獅刺娠響馨本軍≒υ嚇彗印叩澤率11ヤンタ■≧
11月 14日 (土)に、滋賀県青少年育成県民大会が大津市で開催されます。

青少年の健全育成に寄与された方々やあいさつ運動の顕彰者、「豊かな心をはでくむ家庭づくり」に関

する作文及び絵画・ポスター入賞者の表彰、活動発表などが行われます。

「睾なな0こ_はヽぐ●琴辱撃くりJI!F関する作轟民1師年顧:可尉鞣71ケ〉

※新型コロナウイルスの感染状況により、事業の日程及び内容等が変更あるいは中止になる場合があります。

御了承ください。
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▲のぼり旗の掲出

地域0関係機関や諸
団体0高々E御協力
いただき活動き行っ

こいきす。

▲あいさつ運動
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藤尾青少年育成学区民会議

毎月のあいさつ運動を基軸に様々な事業で子どもと

地域の大人とが繋がつていけることを目標に活動して

います。事業中止があいつで今年 7月 は「笑顔」「元

気」でいてほしいというメッセージを込めたカードを

小学生151人に送りました。学区民会議の構成員を中

心に64人の地域の皆さんに各々の思いを記入していた

だいたカードです。

また同時に「教え

て 1藤尾つこ輝きア

ンケート」も実施し、

子どもたちの回答に

大人も元気をもらい

ました。

瀬田南青少年育成学区民会議

コロナ禍のなか、7月 23日 に1亘夕1の「人形濠」・工作

&おもしろい科学実験教室」を開催。人形濠」等を鑑
賞。工作教室で万華鏡づくりに挑戦 l幾何学模様の美

しさに夢中。おもしろい科学実験教室では、やじろべ

えや空気砲を作つて科学の不思議を体感。

年間を通して子どもたちの健やかな成長を願い、

「ボート体験」、「青

少年育成のつど

い」、「書き初め教

室」、「音楽会」、「野

菜の植え付け。収

穫 。調 理 体 験 教

室」等を実施。

(一社)大津青年会議所
私たちは “明るい豊かな社会"の実現を理想とし、
次代の担い手たる責任感を持つた20歳から40歳までの

メンバーで構成されています。

大津つ子まつりにおいては、毎年、実行委員として

参画をさせていただき、各種団体のご協力のもと、今

では、大津を代表する伝統的な事業の一つとなつてい

ます。今年は、コロナの影響により、残念ながら開催

できませんでし

たが、今後も大

津の青少年の健

全な育成のた

め、活動を続け

て参ります。

青少年育成大石学区民会議

毎年12月 に大石スポーツ少年団のレクリエーシ∃ン

に合わせ、もちつきを実施しています。

子どもたちに昔ながらのもちつきを体験してもらう

ため、関係者の方々にご協力を頂き、杵とうすを使つ

ています。少ない人数ですが、つきたてのもちをみんな

で一緒に頂きながら、楽しい時Pc33を 過ごしています。

また、学区子ども

会育成連合会主催の

フェスティバルに共

催事業として、しお

り作 り、オ リエ ン

テーリング体験を実

施予定。

和適学区青少年育成学区民会議

毎年、7月上旬の土曜日に和迩公園で多くの団体の

協力を得て実施しています。参加者は、親子とスタッ

フを合わせると200人を超えます。和迩公園の小川に

アユを放流し、子どもたちが手づかみします。つかん

だアユ|ま、串束」しにして塩をふつて焼きます。

また、キャベツと大きなウィンナーをはさんでホッ

トドッグも作ります。

親子でアユの塩焼きと

ホットドッグを食べなが

ら楽しい時間を過ごし

ます。 (本年度は、新

型コロナウイルス感染

防止のため中止)

日本ボーイスカウト滋賀連盟大津地区連絡協議会

ボーイスカウトの活動は、主に野外で、青少年が自

発活動により、自らの健康を築き、社会に奉仕出来る

能力と国際愛と人道主義を把握し、グループでの活動

を通じて、それぞれの自主性、協調性、社会性、たく

ましさ、リーダーシップなどを育み、「一人前」な人

を目指して活動しています。

主に休日に集まり、異年齢のチームで手旗や□―プ

練習、工作、キャ

ンプ生活などで技

術を「遊びやゲー

ム」を通じて子ど

も達自ら学習しま

す。
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◆令和2年度 大津市青少年育成市民会議役員及び学区民会議会長名簿
<敬 称 略 >

＝
り 松 上ヒE2F]  日召LttБ

/」ヽ 野 細 田 秀 正

葛 上 田 哲 郎

伊 香 立 堀 川 文 雄
首
奉

里予 笠 谷 洋 佑

真 野 北 西 方   孝
堅 田 北 村 浩 三

「
日 木 佐々木 正 英
日 吉 台 角 田   豊
坂 本 川 島 和 夫
下 阪 本 真 嶋 龍 道
唐 崎 南   篤 志
滋 賀 北 林 大 尚

山中比叡平 藤 丼 輝 基

一朦 尾 /」ヽ 巻 おさみ
中 央 面 垣 具智子
差
ロ 所 杉 浦 智 子
晴 一風 辻   友 教
石 山 清 水 明 美

大 石 月反 部 昌 隆
瀬 田 岸 場 明 美

瀬 田 南 山 岡 正 幸
瀬 田 東 齊 藤 博 之
瀬 田 北 丼 上 艮 一

顧   問 木 村 重 次 大津市自治連合会会長

〃 田 中 豊 治 元会長

〃 松 山 典 弘 前会長

会  長 服  音Б 和  平 前事務局長

副 会 長 戸知谷 俊 治 平野学区青少年育成学区民会議会長

// 西 村 一 男 前会計

// 内 田 秀 美 前瀬田学区青少年育成学区民会議会長

// 中 丼 洋 子 木戸学区青少年育成学区民会議会長

事務局長 寺 丼   誠 田上学区青少年育成学区民会議会長

会  計 古 市 秀 樹 上田上学区青少年育成学区民会議会長

常任委員 松 本   優 大津市自治連合会

〃 田 中   勉 社会福祉法人大津市社会福祉協議会

〃 中 橋   潤 大津市 P ttA連合会

′/ 小 野 清 司 大津市スポーツ少年団

〃 辻 田 正 雄 大津市子ども会育成連合会

〃 上 田 幹 夫 日本ボーイスカウ ト滋賀連盟大津地区連絡協議会

〃 木 村 /AN 則 大津市校園長会

// 川 口 正 徳 大津保護区保護司会

// 畑   尚 登 和迩学区青少年育成学区民会議会長

ノ/ 船 本   力 仰木の里学区青少年育成学区民会議会長

〃 小 谷 信 明 雄琴学区青少年育成学区民会議会長

森   昌 宏 ながらまちづくり協議会

〃 石 戸 昭太郎 逢坂学区青少年育成学区民会議会長

山 本 公 一 富士見学区青少年育成学区民会議会長

// 石 光   進 南郷学区青少年育成学区民会議会長

〃 佐 野   隆 青山学区青少年育成学区民会議会長

監  事 津 田 洋 子 大津市民生委員児童委員協議会連合会

〃 津 田 寛 介 一般社団法人大津青年会議所

時ヤ鵡 へ́ 感■ヵぃ ‐ざ
―毎轟 鰊夕 証ヽ・ e興|｀ゝハ 準ヽ311馨

夫
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が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、

気
に
な
る
行
動
が
友
面
化
す
る
ケ
ー
ス
、
一
方
、
そ
の
対
種
と

い
え
る

「過

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
型
愛
着
障
害
」
に
起
因
す
る
課
題

（親
や
お
と
な
の
子
ど

も
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
支
配
力
が
過
剰
な
ほ
ど
強

い
な
ど
）
の
十

で
、
子
ど
も
が
期
待
に
た
え
て

い
る
う
ち
は
問
題
が
顕
著
に
な
ら
な

い
も

の
の
、　
一
度
失
敗
や
挫
折
を
経
験
し
た
と
こ
ろ
に
過
剰
な
期
待
が
か
わ
る

と
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
耐
え
切
れ
な

い
子
ど
も
が
、
愛
情
要
求
の
哀
返
し

と
し
て
ス
ト
レ
ス
を
友
面
化
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
、
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ

る
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
辛

い
こ
と
、
恣
し

い
こ
と
が
あ

っ
て
も
そ
の
人

の
そ
ば

ヘ

行

っ
た
り
、
声
を
か
け
て
も
ら

っ
た
り
す
る
と
に
が
わ
み
ま
す
。
「た
の

よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て

い
る
誰
か
に
せ
え
る
こ
と
で
、
キ

ュ
ッ
と
閉
じ
か

け
た
た
が
ホ
ッ
と
わ
む
の
は
、
お
と
な
も
子
ど
も
も
同
じ
で
す
。
と
り
わ

け
、
子
ど
も
に
は
せ
え
ら
れ
る
存
在
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
「自
分
は
愛
さ

れ
て

い
る
」
と
実
感
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
思

い
は

「白

分
で
自
分
自
身
が
好
き
に
な
る
、
自
分
を
有
じ
て

い
い
ん
だ
」
と

い
う
自

尊
感
情
や
安
た
感
の
高
ま
り
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
、
や
が
て

「思

い
や

り
」
と
な

っ
て
他
者

へ
も
向
け
ら
れ
て

い
く
も
の
で
す
。

子
ど
も
が
成
長
段
港
に
た
じ
て
自
分
な
り
の
夢
を
持
ち
、
そ
の
逹
咸
に

溢
れ
ん
ば
か
り
の
実
顔
で
眼
を
輝
か
せ
て
取
組
む
姿
は
、
お
と
な
の
宝
物

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
渦
、
末
だ
収
末
が
見
え
な

い
滉
迷
の
時
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
子
ど
も
の
夢
の
実
現
を
、
私
た
ち
お
と
な
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

後
押
し
し
て

い
き
た

い
も
の
で
す
。

編集後記
新しい日常により、

子どもの育つ環境は

変化を余儀なくされ

ています。今を大切
に、安心、安全な子育
て子育ちができるよ

う、倉」意工夫をいかし

た地域の取り組みを

進めましょう。

(広報委員長)
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中 井 洋 子
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